
第６学年 算数科学習指導案 
 
 

１ 単元名    比例と反比例 
 
２ 指導の立場 
本単元の概要と「学習指導要領」との関連は，次のようである。 

 
 
 
 

 
 

 
 
これまで児童は，第５学年までに，伴って変わる二つの数量関係について，その対応の仕方や変化の特

徴を調べ，簡単な場合についての比例の関係を理解している。 

本単元では，伴って変わる二つの数量の中から，比例の関係と反比例の関係にあるものを中心に考察す

る。そうすることによって，これまでに学習してきた数量関係についての見方をまとめ，さらに関数的な

見方や考え方を伸ばすことをねらいとしている。 
身の回りには比例や反比例の関係にある事象が多様に存在する。その事象を見つけ出したり，比例関係

の効率的な活用場面を提示して問題を解決したりするなどし，より実感を伴った理解をさせていきたい。 
  

３ 研究内容にかかわって 
 
 
 
（１）単位時間で付けるべき力に応じた指導過程の工夫 
    本時は伴って変わる二つの数量関係について，表を横だけでなく縦に見て調べ，考えていく②の時間を

ねらいとする。そこで，問題を理解する場でのペア交流や一人学びの場で交流コーナーを設け，双方向の

コミュニケーション活動を取り入れながら自分の考えをもつ足がかりにしていくようにする。 
    また，深めの発問で「表を縦に見ることのよさ」を問い，「ｘの値でそれに対応するｙの値をわった商は，

いつも決まった数になる」というねらいに迫る。  
 
（２）「知りたい・やってみたい」と意欲を引き出す導入の工夫 
    本時は前時までに扱ってきた表とは違い，一部分の値しか示されていないため，戸惑う児童もいると予

想される。そこで問題を十分理解させたいと考え，問題場面をイメージしやすくするために ICT機器によ
る問題提示を行う。そして，１分あたりのコピー枚数が分からないという児童の困り感を引き出し，課題

に必然性をもたせることで，「解決したい」という意欲化を図る。 
 
（３）個に応じた指導・援助の工夫 

ＴＴ形式で学習を進めていく中で役割を明確にし，Ｔ１は全体の把握，Ｔ２は指導を要する児童を中心 
に個別指導にあたる。 
本時予想される児童のつまずきは，A：表を横に見る方法でｘの値とｙの値との関係性が見出せない児
童，B：表を縦に見る方法でｘの値とｙの値との関係性が見出せない児童，C：比例していることは分かっ
たが，表の空欄に値が入れられない児童である。T１はAやBの児童に対しては，主に交流コーナーで意
図的な仲間学びを指示したり，矢印や記号の入ったヒントカードを準備したりして指導する。またCの児
童に対しては，ヒントコーナーでの個別指導を指示する。T２は主にヒントコーナーで既習内容である表
を横に見る方法の掲示を用いた個別指導と，交流コーナーでの見届けを行う。 
また全体交流で多様な考えを引き出すために，一人学びでの児童の考えを T１と T２で把握し，意図的
指名につなげる。 

 一人一人が主体的に学ぶ児童の育成 
～算数科の授業を通して「わかった・できた」と言える子を目指して～ 

＜Ｄ（２）比例＞伴って変わる二つの数量の関係を考察することができるようにする。 
ア 比例の関係について理解すること。また，式，表，グラフを用いてその特徴を調べること。 
イ 比例の関係を用いて，問題を解決すること。 
ウ 反比例の関係について知ること。 

 [算数的活動] 
エ 身の回りから，比例の関係にある二つの数量を見付けたり，比例の関係を用いて問題を解決したり

する活動 

６－１ 



４ 単元指導計画         第６学年 単元名「比例と反比例」（１０・１１月） 全１２時間 
＜既習の内容との関連と，本単元の評価規準の設定＞ 

【前単元までに身に付けてきた内容】  【本単元の評価規準の設定】  【今後の学習へのつながり】 

・伴って変わる二つの数量が比例の関係にある

かどうかを判断することができる。（小５） 

・比例の関係にあるとき，一方の数量からもう

一方の数量を求めることができる。（小５） 

・比例の意味と表し方（小５） 

 算数への関心・意欲・態度 数学的な考え方 数量や図形についての技能 数量や図形についての知識・理解 

・身の回りの伴って変わる二つの数量の中

から比例の関係にあるものを見つけよう

としている。 

・比例の関係を用いて，問題を解決しよう

としている。 

・比例の関係という観点から，伴って変わ

る二つの数量の関係について考えてい

る。 

・式，表，グラフを用いて，比例の関係の

特徴を調べている。 

・比例の関係にある二つの数量の関係を，

式，表，グラフに表すことができる。 

・比例の関係について理解している。 

・反比例の関係について理解している。 

 

＜単元指導計画＞       （授業展開 ①知識・技能を習得すること，定着を図ること  ②知識・技能を活用し，思考力・判断力・表現力等を育むこと を表す） 

小単元 いろいろな変わり方 比例 比例の式とグラフ 比例を使ってみよう 

時 １ ２ ３ ４（本時） ５ ６ 

ねらい 

ともなって変わる二つの数量の関係に

気付き，考察することができる。 

＜教科書P.１１８，１１９，＞ 

比例の定義を確認し，ｘの値が
１

２
，
１

３
，
１

４
…となると，yの値も

１

２
，
１

３
，
１

４
…になることに気付き，変化

の特徴を調べることができる。 
＜教科書P.１２０，１２１＞ 

ｙがｘに比例するとき，一方をｍ倍し

たときの，他方の変化の仕方を調べるこ

とを通して，ｘの２つの値とそれに対応

するｙの２つの割合はいつも同じである

ことに気付き，二つの量の関係を理解す

ることができる。 

＜教科書P.１２１，１２２＞ 

比例する２つの数量の関係を表した表を，縦に

見る見方で調べることを通して，ｘの値でそれに

対応するｙの値をわった商は，いつも決まった値

になることに気付き，その関係を式に表すことが

できる。 

＜教科書P.１２３，１２４＞ 

伴って変わる二つの数量の関係をグラ

フに表すことを通して，グラフの特徴に

気付き，比例のグラフの特徴をとらえる

ことができる。 

＜教科書P.１２５，１２６＞ 

問題を解くには比例の性質が利用でき

ることに気付き，比例関係にある問題を

解決することができる。 

＜教科書P.１２７＞ 

評価規準 

(終末の姿) 

ともなって変わる二つの数量の関係に 

関心をもち，二つの数量の変化の様子を

進んで調べようとしている。 

（関心・意欲・態度） 

伴って変わる二つの数量の関係は，表 

を横に見て調べればよいことを想起し変

化の特徴を調べている。     

（数学的な考え方） 

ｙがｘに比例するとき，一方がｍ倍 

になれば，他方もｍ倍になることを理

解している。 

          （知識・理解） 

比例する二つの数量の関係を表した表 

を縦に見て，二つの数量関係を調べ，式 

に表している。 

（数学的な考え方） 

比例する二つの数量の関係をグラフに 

表したとき，グラフの点は全て一直線上 

に並ぶことを理解している。 

（知識・理解） 

二つの数量が比例の関係にあることに

気付き，比例の性質を利用して問題解決

している。 

（数学的な考え方） 

授業展開 
② 

(T.T)  

② 

(T.T) 

① 

(習熟度別少人数) 

② 

(T.T) 

① 

(習熟度別少人数) ) 

② 

(T.T) 

主な 

つまずき 

・ともなって変わる二つの数量の関係を

見つけることができない。 
・他方が

１

２
，
１

３
，
１

４
…となることを見つ

けることができない。 

・二つの数量がそれぞれ何倍になってい

るか求めることができない。 

・ｙ＝決まった数×ｘの式にｘ，ｙのど

ちらか一方の値を代入し，他方の値を

求めることができない。 

・ｘの値とｙの値の組を表す点を，グラ

フに１点として表すことができない。 

・比例の関係を使って問題を解くことが

できない。 

指 

導 

の 

ポ 

イ 

ン 

ト 

１ 問題づかみ 

・教科書P.１１８問題１を読む。 

２ 課題づくり 

 

 
 

３ 一人学び  

㋐ 弟が０才のとき姉は４才。弟の年齢

が増えると姉の年齢も増えていく。 

㋑ 縦の長さが増えていくと，横の長さ

は減っていく。 

㋒ ロボットが１分歩くと２ｍ，２分歩

くと４ｍ進む。 

㋓ １ページ使うと残りは３９ページ，

２ページ使うと残りは３８ページと，

使ったページ数が増えると残りのペー

ジは減っていく。 

４ 仲間学び 

・一方の量が増えると，もう一方の量が

増えるものはア，ウ 

・一方の量が増えると，それに伴っても

う一方の量が減るものはイ，エ 

５ まとめ 

 

 

 

 

６ 評価問題 

・練習１に取り組む。 

１ 問題づかみる 

・教科書P．１２０問題１を読む。 

・わかっていること，聞いていることを

確認する。 

・伴って変わる二つの数量の変わり方を

表に表す。 

２ 課題づくり 

 

 

３ 一人学び 

・どちらもｘの値が増えるとｙの値も増

える。 

・㋒の表はｘが２倍，３倍，４倍となる

と，ｙの値も２倍，３倍，４倍になる。 

・ｘの値が
１

２
，
１

３
，
１

４
…になると，ｙの

値も
１

２
，
１

３
，
１

４
…になる。 

４ 仲間学び 

・ｘとｙが比例しているのは㋒。 

５ まとめ 

 

 

 

 

 

 

 

６ 評価問題 

１ 問題づかみ示する 

・教科書P.１２１問題２を読む。 

・わかっていること，聞いていることを

確認する。 

２ 課題づくり 

 

 
 

３ 一人学び 

・ｘの値が
５

３
倍になると，ｙの値も

５

３
にな

る。 

・ｘの値が
２

３
倍になると，ｙの値も

２

３
倍

になる。 

４ 仲間学び 

・２倍，３倍，４倍…，
１

２
，
１

３
，
１

４
…に

なっているところ以外も，対応する割

合は等しくなる。 

５ まとめ 

 

 

 

 

 
 

６ 評価問題 

７ 練習問題 

１ 問題づかみる 

・教科書P.１２３問題１を読む。 

・わかっていること，聞いていることを

確認する。 

２ 課題づくり 

 

 

 

３ 一人学び 

・表のあいている欄をうめる。 

・表を横に見て，１分あたりにコピーで

きる枚数より，４０×１１＝440（枚） 

・表を縦に見て，ｙはｘの４０倍になっ

ているので，１１×４０＝４４０（枚） 

４ 仲間学び 

・考えを交流する。 

・ｙの値をｘの値で割った商はいつも４

０になる。 

・ｙ＝４０×ｘの式で表せそうだ。 

５ まとめ 

 

 

 

 

 

・Ｐ124りんご問題に取り組む。  

６評価問題見届ける 

・練習問題１に取り組む。 

１ 問題づかみ 

・教科書P.１２５問題２を読む。 

・わかっていること，聞いていることを

確認する。 

・表のｘの値とｙの値の組を表す点をグ

ラフに表す。 

２ 課題づくり 

 

 

 

 

３ 一人学び 

・ｘの値が0，0.5，3.5のときのｙの値を

求めて，それらの値の組を表す点をグ

ラフに表す。 

・定規を当てて調べる。 

４ 仲間学び  

・すべての点が一直線上に並んでいる。 

５ まとめ 

 

 

 

 

６ 評価問題 

・りんご問題に取り組む。見届ける 

 

７ 練習問題 

・練習問題２に取り組む。 

１ 問題づかみ 

・教科書P．１２７問題１を読む。 

・わかっていること，聞いていることを

確認する。 
 

２ 課題づくり 

 

３ 一人学び 

・はし1本あたりの重さを求め，７０本の

重さを求める。 

・はしの本数が何倍になったかを調べる。 

 

４ 仲間学び 

・考えを交流する。 

・比例の考えを使って解くことができる。 

 

５ まとめ 

 

 

 

 

 

６ 評価問題 

・練習問題１に取り組む。 

 

留意点 

・つまずき

への対応 

・「生活の中で変化する量はないか」「そ

れらは関連づけられないか」と自変量

と従変量に着目できるよう，段階的に

助言していく。 

・表を使ってｘとｙの値を確認し，「～

は～の何倍になっているか」と具体的

な数値で調べるよう助言をする。 

・ｘが３のときをもとにしているので，

３で割ることを確認し，同じようにｙ

の値も何倍になっているかを調べるよ

う助言する。 

・「文字を使った式」の学習内容を確認

し，一方の値がわかればもう一方の値

もわかることを確認する。 

 

・「折れ線グラフ」の学習内容を確認し，

二つの数の組を用いて平面上の位置を

表す方法を確認する。 

 

・はしの本数は比例の関係にあることを

確認するとともに，教科書の表を使っ

て第３・４時の内容が使えないか確認

する。 

一方の量が増えると，もう一方の量は

どのように変わっていくか調べよう。 

伴って変わる二つの量には，一方が

増えるともう一方が増えるものと減

るものがある。 

ｘの二つの値と，それに対応するｙの

二つの値の関係を調べよう。 
表を使ってｘとｙの関係を調べ，ｙの

値の求め方を考えよう。 

ロボットが同じ速さで歩くとき，進んだ長

さｙｍは歩いた時間ｘｍに比例する。 

ｙがｘに比例するとき，ｘの値が

１

２
，
１

３
，
１

４
…になると，ｙの値も

１

２
，
１

３
，
１

４
…になる。 

ｙがｘに比例するとき，ｘの値が
５

３

倍，
２

３
倍などになると，それに対応す

るｙの値も
５

３
倍，

２

３
倍などになる。 

ｙがｘに比例するとき，ｙの値は表を

縦に見て決まった数を見つければよ

い。式にするとｙ＝決まった数 × ｘ 

で表すことができる。 

二つの量の関係を調べよう。 グラフに表した点は，どのように並

んでいるか調べよう。 

比例する二つの量の関係を表すグ

ラフは，０を通る直線になる。 

はしの本数を数えないで，７０本の重

さを求める方法を考えよう。 

本数を数えずに重さを求めるには，

比例の性質を使うとよい。 

・中１「比例と反比例」 

６
－
２

 



 

小単元 練習 反比例 反比例の式とグラフ 練習 

時 ７ ８ ９ １０ １１ １２ 

ねらい 

基本的な学習内容を理解しているか確

認し，それを活用することができる。 

＜教科書P.１２８＞ 

一方の数量が増えると，それに伴って

他方の数量が減る関係に気付き，伴って

変わる二つの数量について考察すること

ができる。 

＜教科者P.１２９，１３０＞ 

ｙがｘに反比例するとき，一方を

１

２
，
１

３
，
１

４
…したときの，他方の変化の

仕方を調べることを通して，ｘが減ると

ｙが増えることに気付き，ｙの値の変化

を理解することができる。 

＜教科書P.１３０，１３１＞ 

ｙがｘに反比例するとき，ｘの値とそ

れに対応するｙの値の積はいつも決まっ

た数になることに気付き，その関係を式

に表すことができる。  

＜教科書P.１３２，１３３＞ 

 伴って変わる二つの数量の関係をグラ

フに表すことを通して，グラフの特徴に

気付き，反比例のグラフをとらえること

ができる。 

＜教科書P.１３４＞ 

 基本的な学習内容を理解しているか確

認し，それに習熟することができる。 

＜教科書P．１３５，１３６＞ 

評価規準 

(終末の姿) 

二つの数量の変わり方に着目し，比例

関係を見出すことができる。また，比例

する二つの数量の関係を，表や式やグラ

フに表すことができる。  （技能） 

表を用いて，比例の関係の特徴と対比

しながら，反比例の特徴の関係を調べて

いる。 

（数学的な考え方） 

ｙがｘに反比例するとき，一方がｍ倍

になれば，他方は
１

ｍ
倍になることを理解し

ている。       （知識・理解） 

ｙがｘに反比例するとき，二つの数量

に対応している値の積はどこも一定であ

ることを理解している。（知識・理解） 

反比例する二つの数量の関係をグラフ 

に表すことができる。（技能） 

比例や反比例の定義，性質，グラフに 

ついて理解している。（知識・理解） 

 

授業展開 

 

① 

(習熟度別少人数) 

② 

(T.T) 

① 

(習熟度別少人数) 

① 

(習熟度別少人数) 

① 

(習熟度別少人数) 

① 

(習熟度別少人数) 

主な 

つまずき 

・既習事項を使って問題を解くことがで

きない。 

・どこの値をどのように見ていけばよい 

かわからない。 

・二つの数量がそれぞれ何倍になってい

るか求めることができない。 

・ｘとｙの関係を式に表すことができな

い。 

 

・反比例のグラフを完成させることがで

きない。 

 

・既習事項を使って問題を解くことがで

きない。 

指 

導 

の 

ポ 

イ 

ン 

ト 

１ 課題づくり 

 

２ 一人学び 

・教科書p.１２８の問題に取り組む。 

・机間指導をしながら，丸を付けていく。 

 

・二つの数量の関係を捉えることができ

ない児童を支援する。 

・教科書の問題が確実にできたと判断で

きる児童は，補充問題に取り組む。 

 

１ 問題づかみ 

・教科書P.１２９問題１を読む。 

・わかっていること，聞いていることを

確認する。 

・伴って変わる二つの数量の関係を表に

表す。 

 

２ 課題づくり 

 

３ 一人学び 

・ｘの値が２倍，３倍，４倍…になると，

それに伴ってｙの値は
１

２
，
１

３
，
１

４
…

倍になる。 

 

４ 仲間学び 

・考えを交流する。 

 

５ まとめ 

 

 

 

 

 
 

１ 問題づかみ 

・教科書P.１３０問題４を読む。 

・分っていること，聞いていることを確

認する。 

 

２ 課題づくり 

 

３ 一人学び 

・ｘの値が６から３になると，ｙの値は

４から８になる。 

・ｘの値が６から２になると，ｙの値は

４から１２になる。 

 

４ 仲間学び 

・ｘの値が
１

２
，
１

３
，
１

４
…になると，ｙの

値は２倍，３倍，４倍…になる。 

・㋓は，ｙはｘに反比例するとは言えな

い。 

５ まとめ 

 

 

 

 

 

 

６ 評価問題 

・練習問題１，２に取り組む。 

１ 問題づかみ 

・教科書P.１３２問題１を読む。 

・わかっていること，聞いていることを

確認する。 

 

２ 課題づくり 

 

３ 一人学び 

・ｘとｙの積を求めて，表に書きこむ。 

・ｘとｙの積が何を表しているか考える。 

 

４ 仲間学び 

・ｘとｙの積はいつも１８になる。 

・ｘとｙの積は水槽に入れる水の量を表

している。 

 

５ まとめ 

 

 

 

 

 
 

 

 

６ 評価問題 

・練習問題１に取り組む。 

１ 問題づかみ 

・教科書P.１３４問題２を読む。 

・分かっていること，聞いていることを

確認する。 

 

２ 課題づくり 

 

３ 一人学び 

・ｘの値が３，４，５，６…のときのｙ

の値を確認し，グラフに表す。 

・点を線で結んでいく。 

 

４ 仲間学び 

・０を通らない。 

・直線にならない。 

 

５ まとめ 

 

 

 

 

６ 評価問題 

 

 

１ 課題づくり 

 

２ 一人学び 

・教科書p.１３５，１３６の問題に取り

組む。 

・机間指導をしながら，丸を付けていく。 

 

・教科書の問題が確実にできたと判断で

きる児童は，補充問題に取り組む。 

留意点 

・つまずき

への対応 

・机間指導を行い，これまでの学習内容

を振り返りながら問題の解決に使えそ

うなことを確認する。 

 

・「比例の時はｘの値が２倍，３倍，４

倍になると，ｙの値も２倍，３倍，４

倍になったが，㋑も同じようなことが

言えるか」と，比例と対比させて調べ

ていくよう助言する。 

・表を使って，「ｙの値は４から８へ何

倍になっているか。同じように調べら

れないか。」と助言する。 

・表からｘとｙの積がどこも一定である

ことを確認し，「ｘとｙの積が１８に

なることを式に表せられないか」と助

言する。 

 

・ｘの値が0.5，1.5のときのｙの値を求

めて，それらの値の組を表す点をグラ

フに表すよう助言する。 

・机間指導を行い，これまでの学習内容

を振り返りながら問題の解決に使えそ

うなことを確認する。 

ｙはｘに反比例するとき，ｘの値が
１

２
，
１

３
，
１

４
…になると，それに対応

するｙの値はどのように変わるか調

べよう。 

㋑について，ｘとｙにはどのような関

係があるのか調べよう。 

二つの量ｘとｙがあって，ｘの値が２

倍，３倍，４倍…になると，それに伴

って，ｙの値が
１

２
，
１

３
，
１

４
…倍にな

るとき，ｙはｘに反比例するという。 

これまでに学習したことを使って，比

例の問題を解こう。 

ｘがｙに反比例するとき，ｘとｙの

関係はどのような式に表すことがで

きるか考えよう。 

ｙがｘに反比例するとき，ｘの値とそ

れに対応するｙの値はいつも決まった

数になる。 
ｘとｙの関係は，ｘ×ｙ＝決まった数 
または，ｙ＝決まった数÷ｘ で表す

ことができる。 

反比例する二つの数量の関係をグラ

フに表そう。 

比例・反比例の問題が理解できてい

るか確認しよう。 

ｙがｘに反比例するとき，ｘの値が
１

２
，
１

３
，
１

４
…になると，それにともな

って，ｙの値は２倍，３倍，４倍…に

なる。 

反比例のグラフは，０を通らず，一直

線にならない。 

６
－
３

 



 



５ 本時のねらい  比例する２つの数量の関係を表した表を，縦に見る見方で調べることを通して，
ｘの値でそれに対応するｙの値をわった商は，いつも決まった値になることに気付
き，その関係を式に表すことができる。   

６ 本時の展開                                 （４／１２） 

 

学 習 活 動 指導・援助（☆人権教育の観点） 

問
題
づ
か
み 

 
 
 
 

課
題
づ
く
り 

 
 

一
人
学
び 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

仲
間
学
び 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ま
と
め 

 
 

１ 問題を読み内容を把握する。        

  

 

 

・ｘが２倍，３倍になると，ｙの値も２倍，３倍になるから， 

ｙはｘに比例している。 

・表の値が一部分しかわからない。 

２ 見通しをもち課題をつくる。 

・１分あたりの枚数がわからないと，ｘの値が 11 のときの

ｙの値はわからない。 

・ｙがｘに比例しているから，前時学んだようにｘの２つの

値とそれに対応するｙの２つの値の割合は，いつも同じと

いう性質を使えばできると思う。  
・表の空欄をうめていけばわかる。 
 

 

 

３ 自分の考えをもつ。 

ア 表を横に見る。 

 

 

 

 

 

イ 比例の性質を使う(横)   

 

 

 
  

 

 

 ウ 表を縦に見る。 
 

 

 

 

   

４ 全体交流する。 
ア 表を横に見る。        
イ 比例の性質を使う。（横）   
ウ 表を縦に見る。 
・1分あたりにコピーできる枚数４０を出している。 
・ｙの値をｘの値でわると，いつも４０になる。 

◎表を縦に見ることのよさを見つける。 
・表を縦に見ると，決まった数の４０がすぐに出せる。 
・ｘとｙの関係を式に表すと 

ｙ÷ｘ＝４０  ｙ＝４０×ｘ  になる。 
５ 学習のまとめをする。 

 
 

・P124   「ｘの値が 13 のときの yの値」を解き，まとめ

たことを確認する。 

６ 評価問題をする。 

・P124  「ｙをｘでわった商  

を考えて，ｘとｙの関係を式 

に表しましょう。」を解く。  

・前時までの学習内容を想起させるた

め，これまでの学習内容を掲示して

おく。 
・問題場面をＩＣＴ機器で提示し，視

覚でも理解できるようにする。 
・前時までの既習内容との共通点や相

違点を確認する。 
・xの値が 11のときのｙの値を問う。 
・1 分あたりの枚数が分からないとい
う困り感をもとに課題を導く。 
・課題解決の見通しをもたせてから，

一人学びに入る。（1分あたりのコピ
ーの枚数を出せばよいことや表を横

だけでなく縦で見ることを示唆す

る。） 
〈個に応じた指導援助〉 

T1:アの方法で考えた児童には，表を縦

に見る方法でも考えられないかを問

う。 

また，アやイの方法で考えている児

童には，式と表をつないで説明でき

るように声をかける。（アやイの表を

準備する。） 

T2:表の空欄を埋めることでつまずい

ている児童には，既習の表を横に見

る方法をホワイトボードで提示し，

アの考え方をもとに 1 分あたりにコ

ピーできる枚数を考えさせる。 

T1:アやイの考え方で，ｘの値とｙの値

の関係性を見つけられずにいる児

童には，仲間と交流するよう指示す

る。（交流コーナーの設置） 

☆自分の考えと比べながら仲間の意見

を聞き，相手の考えのよさを取り入

れようとする態度。（行動力）      

・表を横に見る見方と表を縦に見る見

方が出るよう，意図的指名をする。 

・深めの発問の前に共通点を問い，「ど

れも 1 分あたりの枚数を出している

ということ」と「それは決まった数

であること」に気付くようにする。 

・下図を提示し，立式する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・  問題では，ｙ＝４０×ｘと表した
式のよさを y÷ｘ＝４０の式と比較
してとらえさせる。 

ｙがｘに比例するとき，ｙの値は，表を縦に見て決まった数を見つけ
ればよい。式にすると ｙ＝決まった数×ｘ で表すことができる。 

あるコピー機の，コピーにかかった時間ｘ分と，コピー
できた枚数ｙ枚の関係について，次の表の値がわかってい
ます。この表を使ってｘとｙの関係について考えましょう。 

〈評価規準〉 
比例する２つの数量関係を表した表

を縦に見て，２つの数量関係を調べ，

式に表している。 
（ノート・発言・練習問題） 考 

表を使ってｘとｙの関係を調べ，ｙの値の求め方を

考えよう。 

11
３
 

 

11
３
 

 

ｘが３から 11 に

変わる時，ｘの値

は
３
倍になり，この

時のｙの値は，

120×
３
＝４４０ 

。 

６－４ 



 
 
 
  


